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３月26日(金)令和３年度の事業計画と収支予算(案)などを審議するため、栃木県ＪＡビル(宇都宮市)で第37回

通常総会を開催し、議事は全て原案通り承認されました。

今年度は、いちご高品質化対策支援事業やプレミアム商品ブランド力向上対策事業、首都圏における県産農産物活

用推進事業、関西圏における県産農産物魅力発信事業、いちご新品種等

この度の役員改選で退任いたしました安納です。

５年間の在任中は、会員の皆様をはじめ多くの方にご支援賜り、誠にありがとうございました。

関係機関・団体のご協力によりまして、県オリジナル品種を中心とする生産振興やブランド力向上、とちぎ和牛提供

店等をとおした利用促進、農産物輸出拡大に取り組むことができました。

この１年はコロナ禍の中でしたが、オンラインイベント開催や動画配信による研修会の実施、特に「公共施設等にお

ける花きの活用拡大支援事業」では実に多く方の協力を得て実施できました。こうした大変な時期だからこそ、連携協

力の大切さ、ありがたさをあらためて感じました。皆様のご尽力に心から感謝申し上げます。

今後とも、関係者の皆様のご協力のもと協会の取り組みが県産農産物のブランド力向上や販路拡大、ひいては栃木県

のイメージアップにもつながることをご期待申し上げ退任のあいさつといたします。

販売促進ＰＲ事業、とちぎの米ブランド向上及び消費拡大事業について新

たに取り組みます。

総会終了後、令和２年度とちぎフレッシュメイトの退任式があり、髙橋会長

から記念品等が贈られました。

（ただし、現フレッシュメイトの活動は５月末日まで継続します。）

この度、理事長に就任いたしました荒井です。

本県は、いちご、梨、米、牛肉など、全国に誇れる農産物が数多くあります。

これもひとえに、生産者をはじめとする多くの関係者の努力の賜であります。

しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大は依然として収束の目処が立た

ず、生産者の皆様にとって忍耐を強いられる状況が続いております。こうした状

況だからこそ、新たな視点で県産農産物の効果的な情報発信や販路開拓等

の支援方法を考え、進めていくことが、当協会に課された使命と考えております。

会員をはじめ、関係者の皆様のご協力をいただきながら、職務に精一杯努めて参る所存でありますので、

何とぞよろしくお願いいたします。最後に、皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げますとともに、ご

支援とご協力をお願い申し上げ、就任のあいさつといたします。



果樹部会なし専門部研究部 会報を作成・配布しました

県内なし若手生産者の交流活動の促進や、相互に学び合う環境をつくるため、「果樹部会なし専門部研究部」を昨年
度設立しました。しかしながら、新型コロナウイルスの影響により交流活動等が困難であったことから、取組の一つとして早期
成園化技術に取り組む研究部員を取材した記事等を掲載した「果樹部会なし専門部研究部 会報」を作成し、各研究
部員に配布しました。
研究部員同士の交流のきっかけの一助となるよう、今後もこうした取組を進めて参ります。

会報には、早期成園化技術として「根圏制御栽培」「ジョイント栽培」に取り組む研究部員の
事例を掲載しました。

東南アジア及び香港における県産農産物のPR・販売状況について

新型コロナウイルスの感染拡大により、海外に直接出向いたプロモーションなど、県産農産物のPRを通常の形で進めるこ
とができない状況が続いています。
しかしながら、東南アジアにおいては現地のバイヤーと連携し、店頭での試食販売や、オンラインショップでの宣伝及び販
売、SNSを活用したプロモーション等が実践され好評を得ており、今後、店頭での
ＰＲと並行したWeb活用の重要性がより高まっていくものと考えられます。

にっこりをPRするライブ動画（左：ベトナム 右：マレーシア）

益子町の生産者2名と輸出事業者
の直接取引による新ブランド
「陽苺(ひなたいちご)」が香港
の店頭に並びました

県産特産品（かんぴょう、こんにゃく、落花生）
及び鮎を使用した、ホテルエピナール那須菅井総
料理長が考案した、プロが教える「とちぎの特産物
でヘルシー坦々麺」を協会及び関係機関ＨＰで
公開してます。わかりやすく素材の扱い方や調理の
コツをご紹介しております。

協会ＨＰ「カラダにとちぎ」もしくはＹｏｕＴｕｂｅチャンネルを検索
してください。
協会ＨＰアドレス www.tochigipower.com
YouTubeチャンネル https://youtu.be/n9sGQicbEd8

プロが教える「とちぎの特産物でヘルシー担々」レシピ公開！

ぜひ、とちぎの特産品で
ヘルシーメニューをご家庭
で作ってお楽しみ下さい。

http://www.tochigipower.comもしくはyoutube/
http://www.tochigipower.comもしくはyoutube/
https://youtu.be/n9sGQicbEd8


３月は、県内の花き生産者から提供いただいた花を４回ご紹介しました。
なお、４月以降も引続きＮＨＫの同番組でご紹介いただけることになりました。生産者が丹精込めた季節の素晴らしい

花をお届けできるのは嬉しい限りです。
新年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

とちぎの花でスマイルアップ in NHK（3月分）

○ＮＨＫ総合テレビ 「ちょこトチ！」（総合ﾃﾚﾋﾞ11:50～54）、「とちぎ６３０」（18:30～）

4月の放送予定は、以下のとおりです。
・ 2日 バラ 河内地区
・ 9日 都わすれ 芳賀地区
・16日 マーガレット 上都賀地区
・23日 あじさい 上都賀地区
・30日 ポットカーネーション 芳賀地区

3/5 ｽｲｰﾄﾋﾟｰ 角田盛一氏（上三川町） 3/12 ｻｲﾈﾘｱ 鈴木篤則氏（大田原市）3/19 彼岸桜 笹沼 巧氏（那珂川町）

3/26 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ渡辺 剛士氏（足利市）

昨年の６月から約９ヵ月間、多数の団体にご協力いただき多数の飾花等の取組を実施することができました。
1.事業の結果
① 総事業費 39,102,307円（うち国費 30,094,881円、うち国費以外

（団体負担金、県補助金等） 9,007,426円）
② 展示等期間 令和２年６月16日～３年２月28日
③ 協力団体、実施回数 48団体、のべ4,302回

「公共施設等における花きの活用拡大支援事業」の実施結果について

2.協力団体と内容
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http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

常務理事兼事業推進部長

小林 誠一郎

❖ ❖

【担当業務】

・業務運営の総括補佐

・協会組織検討に関すること

・事業推進部全般に関すること

5日(月)
13日(火)

スーパーコーチ派遣事業 （上河内）

きらきら星部会目揃え会 （農業試験場）

応募要項
◆任 期：令和３年６月１日から令和４年５月31日までの１年間
◆応募資格：栃木県在住で、18歳から29歳までの健康で明るい方
◆締 切 日：令和３年４月30日金曜日
とちぎが大好きで、とちぎのために何かしたいと思っている方がいたらどんどんご応募ください。
応募に関する詳しいお問い合わせは、とちぎ農産物マーケテング協会まで。

とちぎブランド農産物のイメージアップと効果的な普及・
浸透を図るため、県産農産物のイメージキャラクターと
して、令和３年度の「20代目とちぎフレッシュメイト」を
募集しています。

県産農産物のイメージキャラクター「とちぎフレッシュ
メイト」は、県内や県外で行われるイベントなどに参加
して、スカイベリーやとちぎ和牛・とちぎの星など、たく
さんのとちぎの農産物をＰＲ・販売し、とちぎの良さや
栃木県産農産物の美味しさを消費者の方々に伝える活動を
していただきます。


